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農
水
省
は
７
月
２６
日
、
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関

す
る
新
た
な
指
針
を
公
表
し

た
。こ

れ
ま
で
、
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
は
畜
産
振
興

課
長
通
知
で
、
ま
た
、
畜
種

ご
と
の
飼
養
管
理
方
法
に
つ

い
て
は
、
（
公
社
）
畜
産
技

術
協
会
が
民
間
の
自
主
的
な

指
針
を
示
し
て
い
た
が
、
新

た
に
、
国
と
し
て
指
針
を
示

す
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

と
は
、
わ
が
国
も
加
盟
し
て

い
る
国
際
獣
疫
事
務
局
（
Ｏ

Ｉ
Ｅ
、
世
界
の
動
物
衛
生
の

向
上
を
目
的
と
す
る
国
際
機

関
）の
勧
告
に
お
い
て
、「
動

物
が
生
き
て
死
ぬ
状
態
に
関

連
し
た
、
動
物
の
身
体
的
及

び
心
的
状
態
を
い
う
」
と
定

義
さ
れ
て
い
る
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

に
つ
い
て
は
、
家
畜
を
快
適

な
環
境
下
で
飼
養
す
る
こ
と

に
よ
り
、
家
畜
の
ス
ト
レ
ス

や
疾
病
を
減
ら
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、

生
産
性
の
向
上
や
安
全
な
畜

産
物
の
生
産
に
も
つ
な
が

る
。
ま
た
、
畜
産
物
の
輸
出

を
増
加
さ
せ
て
い
く
に
は
、

国
際
的
な
動
向
に
配
慮
し
た

生
産
を
強
く
意
識
す
る
必
要

が
あ
る
。

各
畜
種
の
主
な
指
針
の
概

要
に
つ
い
て

【
乳
用
牛
】

・
除
角
は
可
能
な
限
り
苦
痛

を
生
じ
さ
せ
な
い
時
期
と
方

法
を
選
択
、
生
後
２
ヵ
月
以

内
に
行
う
。
獣
医
師
に
よ
る

麻
酔
薬
や
鎮
痛
剤
投
与
の
下

で
行
う
こ
と
を
強
く
推
奨
。

・
定
期
的
に
削
蹄
す
る
。

・
未
経
産
牛
は
成
熟
す
る
ま

で
繁
殖
に
供
し
な
い
。

・
飼
料
及
び
水
を
毎
日
過
不

足
な
く
給
与
し
、
ボ
デ
ィ
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
ス
コ
ア
を
逸

脱
し
な
い
よ
う
に
管
理
。

・
給
餌
及
び
給
水
の
施
設
を

定
期
的
に
点
検
・
清
掃
。

・
つ
な
ぎ
飼
い
方
式
で
飼
わ

れ
て
い
る
牛
は
、
つ
な
が
れ

て
い
な
い
状
態
で
運
動
が
十

分
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
の

場
合
、
少
な
く
と
も
１
頭
１

床
を
確
保
す
る
。

・
送
風
、散
水
等
暑
熱
対
策
。

【
肉
用
牛
】

・
鼻
環
の
装
着
後
は
過
度
に

ね
じ
る
等
不
適
切
な
使
用
は

し
な
い
。

・
脂
肪
交
雑
を
高
め
る
た
め
、

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
給
与
量
を
制

御
す
る
場
合
、
「
日
本
飼
養

標
準
」
等
を
参
照
し
、
栄
養

の
適
切
な
給
与
に
注
意
。

・
牛
同
士
の
闘
争
を
防
ぎ
、

飼
養
密
度
や
編
成
に
注
意
。

（
そ
の
他
乳
用
牛
に
準
ず
る
）

【
豚
】

・
去
勢
、
断
尾
、
歯
切
り
等

の
際
、
苦
痛
を
可
能
な
限
り

少
な
く
す
る
方
法
で
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
獣
医
師
に
よ

る
麻
酔
薬
等
の
投
与
の
下
で

行
う
。

・
発
育
段
階
に
応
じ
た
適
切

な
栄
養
素
で
、
質
・
量
と
も

に
そ
の
生
理
学
的
要
求
を
満

た
す
飼
料
及
び
水
を
毎
日
過

不
足
な
く
給
与
し
、
ボ
デ
ィ

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
ス
コ
ア
を

逸
脱
し
な
い
よ
う
に
管
理
。

・
ス
ト
ー
ル
は
、
壁
や
上
の

棒
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
な
く
自

然
な
姿
勢
で
起
立
で
き
る
と

と
も
に
、
隣
の
豚
を
邪
魔
せ

ず
快
適
に
横
臥
で
き
る
適
切

な
大
き
さ
の
も
の
を
使
う
。

・
将
来
的
に
実
施
が
推
奨
さ

れ
る
事
項
と
し
て
、
豚
は
群

で
生
活
す
る
こ
と
を
好
む
の

で
、
繁
殖
雌
豚
は
な
る
べ
く

群
で
飼
う
よ
う
努
め
る
。

こ
れ
ま
で
の
飼
養
管
理
に

つ
い
て
思
い
返
し
、
家
畜
を

経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
改
善
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
時
期
に
来

て
い
る
。

農
水
省
は
７
月
３１
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
「
米

穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

に
関
す
る
基
本
指
針
」
の
策

し

定
に
つ
い
て
諮
問
し
た
。
２３

／
２４
の
需
給
見
通
し
な
ど
の

基
本
指
針
案
を
示
し
、
了
承

さ
れ
た
。

２２
／
２３
年
（
２２
年
７
月
〜

２３
年
６
月
）
の
主
食
用
米
等

の
需
要
実
績
は
６
９
１
万
㌧

（
速
報
値
）
で
、
前
年
の
７

０
１
万
㌧
か
ら
１０
万
㌧
の
減

少
と
な
っ
た
。こ
の
実
績
は
、

１
人
当
た
り
消
費
量
が
５５
・

３
㌕
（
前
年
よ
り
０
・
６
㌕

減
）と
見
て
算
出
し
て
い
る
。

２３
／
２４
年
の
主
食
用
米
等

の
需
要
見
通
し
も
、
６
８
１

万
㌧
で
前
年
よ
り
１０
万
㌧
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
１
人

当
た
り
消
費
量
も
５４
・
８
㌕

と
、
前
年
よ
り
０
・
５
㌕
減

と
推
計
し
て
い
る
。
日
本
人

一
人
一
人
の
米
を
食
べ
る
量

が
年
々
減
少
し
て
い
る
。

一
方
、
２２
年
産
の
主
食
用

米
等
の
生
産
量
は
６
７
０
万

㌧
で
、
２３
年
産
の
生
産
量
は

６
６
９
万
㌧
と
、
約
１
万
㌧

の
減
少
と
み
て
い
る
。

野
村
農
水
大
臣
は
８
月
１

日
の
会
見
で
、
「
毎
年
米
の

消
費
が
１０
万
㌧
ず
つ
減
っ
て

い
く
ト
レ
ン
ド
は
今
で
も
や

は
り
同
じ
で
、
消
費
が
減
っ

て
い
く
分
、
生
産
量
を
換
算

し
た
形
で
、
農
家
の
皆
さ
ん

に
は
選
択
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

水
田
に
お
け
る
作
付
意
向

同
省
に
よ
る
都
道
府
県
別

の
水
田
の
作
付
け
意
向
調
査

（
２３
年
６
月
末
時
点
）で
は
、

前
年
と
比
較
し
て
主
食
用
米

は
、
減
少
傾
向
が
２４
県
、
前

年
並
み
２１
県
、
増
加
傾
向
２

県
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
増

加
傾
向
に
あ
る
の
は
、
福
島

県
と
栃
木
県
と
な
っ
て
い

る
。一

方
、
戦
略
作
物
に
つ
い

て
は
、
加
工
用
米
、
新
市
場

開
拓
用
米（
輸
出
用
米
等
）、

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
、
麦
及
び
大
豆

に
お
い
て
増
加
傾
向
と
す
る

県
が
最
も
多
く
、
特
に
Ｗ
Ｃ

Ｓ
用
稲
に
つ
い
て
は
、
４
月

末
時
点
と
比
較
し
て
、
増
加

傾
向
と
す
る
県
が
３３
県
か
ら

４４
県
に
増
加
。
飼
料
用
米
に

つ
い
て
は
、
減
少
傾
向
と
す

る
県
が
１９
県
か
ら
２８
県
に
増

加
し
て
い
る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
と
全

開
連
は
７
月
１９
日
、
そ
れ
ぞ

れ
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
満

の

だ

が
し
ら
か
ず

よ
し

場
一
致
で
野
田
頭
和
義
氏

（
青
森
）
を
新
理
事
に
選
任

し
た
。
こ
れ
は
、
山
口
正
雄

前
理
事
の
退
任
に
よ
る
。

野
田
頭
理
事
（
６１
）
は
、

０６
年
に
当
時
の
ら
く
の
う
青

森
農
協
理
事
に
就
任
し
、
２０

年
に
ゆ
う
き
青
森
農
協
代
表

理
事
常
務
に
就
任
し
て
い

る
。
実
家
は
開
拓
酪
農
経

営
。

農
水
省
は
８
月
７
日
、
２２

年
度
食
料
自
給
率
及
び
食
料

自
給
力
指
標
を
公
表
し
た
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料

自
給
率
は
、
前
年
度
と
同
じ

３８
％
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
前
年
豊
作
だ

っ
た
小
麦
が
平
年
並

み
の
単
収
へ
減
少

（
作
付
面
積
は
増

加
）
、
魚
介
類
の
生

産
量
が
減
少
し
た
一

方
で
、
原
料
の
多
く

を
輸
入
に
頼
る
油
脂

類
の
消
費
減
少
等
に

よ
る
。

食
料
国
産
率
（
飼

料
自
給
率
を
反
映
し

な
い
）に
つ
い
て
も
、

前
年
度
と
同
じ
４７
％
だ
っ

た
。
飼
料
自
給
率
に
つ
い
て

も
前
年
度
と
同
じ
２６
％
と
な

っ
た
。

生
産
額
ベ
ー
ス
の
食
料
自

給
率
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

よ
り
５
ポ
イ
ン
ト
低
い
５８
％

と
な
っ
た
。
輸
入
さ
れ
た
食

料
の
量
は
前
年
度
と
同
程
度

で
あ
っ
た
が
、
国
際
的
な
穀

物
価
格
や
飼
料
・
肥

料
・
燃
油
等
の
生
産

資
材
価
格
の
上
昇
、

物
流
費
の
高
騰
、
円

安
等
を
背
景
に
、
輸

入
額
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

ま
た
、
生
産
額
ベ

ー
ス
の
食
料
国
産
率

（
飼
料
自
給
率
を
反

映
し
な
い
）
は
前
年

度
よ
り
４
ポ
イ
ン
ト

低
い
６５
％
と
な
っ

た
。

政
府
は
３０
年
度
に
食
料
自

給
率
を
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

４５
％
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
７５

％
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る

が
、現
状
と
の
差
は
大
き
い
。

前
月
号
の
８
面
で
募
集

し
ま
し
た
「
開
拓
情
報
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
つ
い

て
、
今
月
も
引
き
続
き
募

集
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
開
拓
関
係
の
方

々
に
と
っ
て
よ
り
有
益
な

情
報
紙
に
し
て
い
き
た
い

の
で
、
皆
様
の
率
直
な
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

２３年６月末の
民間在庫量 Ａ １９７

（２１８）

２３年産主食用
米等生産量 Ｂ ６６９

（６７０）

２３／２４年主食用
米等供給量計 Ｃ＝Ａ＋Ｂ ８６６

（８８８）

２３／２４年主食用
米等需要量 Ｄ ６８１

（６９１）

２４年６月末の
民間在庫量 Ｅ＝Ｃ―Ｄ １８４

（１９７）

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
国
が
方
針

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
国
が
方
針

ゆったりとしたスペースで自由に
運動ができる牛舎
（写真提供：岩手県前森山集団農場）

国
際
基
準
に
合
っ
た
飼
養
管
理
を

カロリーベース前年と同じ３８％
食料自給率が伸びず

ア
ン
ケ
ー
ト
募
集

ア
ン
ケ
ー
ト
募
集

主食用等米需要量 １０万㌧減主食用等米需要量 １０万㌧減
生産は戦略作物へのシフトが加速

「
開
拓
情
報
」

「
開
拓
情
報
」

新
理
事
に
野
田
頭
和
義
氏

・「食料・農業 知っておきたい話」―１２４―（２面）
・全国開拓代表者大会 青年・女性研修会開催決定（３面）
・郷土館で戦後開拓の歴史展示（青森） （４面）
・高温でトマト黄化葉巻病リスク増 （５面）
・不快指数観察で暑さ対策―乳用牛暑熱対策セミナー―（６面）
・２３年畜産統計―肉用牛飼養頭数増加― （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

全
日
本
開
拓
者
連
盟
・
全
開
連

２０２３／２４年の主食用米等の
需給見通し （万㌧）

※（ ）内は２２／２３年の需給実績（速報値）
農水省の資料を基に作成

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

野
田
頭
和
義
新
理
事
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食
料
自
給
率
が
低
下
し
た

の
は
、
「
食
生
活
が
急
変
し

た
か
ら
」
、
「
日
本
の
農
業

生
産
力
で
は
賄
い
き
れ
な
く

な
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
仕
方

な
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
食

生
活
を
急
変
さ
せ
た
の
も
、

農
産
物
関
税
撤
廃
を
強
要
し

て
日
本
の
農
業
生
産
力
を
弱

体
化
し
た
の
も
、
米
国
の
政

策
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

米
国
の
政
策
が
日
本
の
食

料
自
給
率
を
低
下
さ
せ
た

日
本
の
食
料
自
給
率
は
３８

％
と
言
う
が
、
実
質
は
も
っ

と
低
い
。
野
菜
で
考
え
る
と

如
実
に
わ
か
る
。
野
菜
の
自

給
率
は
８０
％
と
言
う
が
、
そ

の
種
の
９
割
が
海
外
の
畑
で

種
採
り
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

種
が
止
ま
れ
ば
自
給
率
は
８

％
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら

に
化
学
肥
料
原
料
は
、
ほ
ぼ

全
て
を
輸
入
に
頼
っ
て
い

る
。
肥
料
が
止
ま
れ
ば
収
量

は
半
減
。
つ
ま
り
、
野
菜
の

実
質
自
給
率
は
４
％
に
な
っ

て
し
ま
う
。

日
本
の
食
料
自
給
率
が
こ

の
よ
う
に
低
く
な
り
、
食
料

危
機
に
耐
え
ら
れ
る
の
か
、

日
本
の
食
料
安
全
保
障
は
大

丈
夫
な
の
か
、
と
い
う
事
態

に
な
っ
た
背
景
に
は
米
国
の

政
策
が
あ
る
。
わ
が
国
は
、

米
国
の
占
領
・
洗
脳
政
策
の

下
、
米
国
か
ら
の
要
請
を
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｔ
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

な
ど
を
通
じ
て
受
け
入
れ
続

け
て
き
た
。

た
た
み
か
け
る
農
産
物
関

税
削
減
・
撤
廃
と
国
内
農
業

保
護
の
削
減
に
さ
ら
さ
れ
、

農
業
を
弱
体
化
し
、
食
生
活

「
改
善
」
の
名
目
で
「
改
変
」

さ
せ
ら
れ
た
。
戦
後
の
米
国

の
余
剰
農
産
物
の
処
分
場
と

し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
穀
物
メ

ジ
ャ
ー
な
ど
が
利
益
を
得
る

レ
ー
ル
の
上
に
乗
せ
ら
れ
、

食
料
自
給
率
を
低
下
さ
せ
て

き
た
。

米
国
農
産
物
輸
入
の
増
大

と
食
生
活
誘
導
に
よ
り
、
日

本
人
は
米
国
の
食
料
へ
の

「
依
存
症
」
に
な
っ
た
。
そ

う
な
る
と
米
国
の
農
産
物
の

安
全
性
に
懸
念
が
あ
る
場
合

に
も
、
そ
れ
を
拒
否
で
き
な

い
と
い
う
形
で
、
量
的
な
安

全
保
障
を
握
ら
れ
る
と
質
的

な
安
全
保
障
も
握
ら
れ
る
状

況
に
な
っ
た
。

「
規
制
撤
廃
・
貿
易
自
由

化
を
徹
底
す
れ
ば
、
皆
が
幸

せ
に
な
れ
る
」
と
い
う
「
市

場
原
理
主
義
」
は
、
皆
を
守

る
ル
ー
ル
を
破
壊
し
、
日
米

の
政
権
と
結
び
つ
い
た
一
部

の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
な
ど
に

利
益
が
集
中
す
る
こ
と
に
貢

献
し
、
日
本
や
多
く
の
途
上

国
で
、
貧
困
・
格
差
の
拡
大

と
食
料
自
給
率
の
低
下
を
招

い
た
。

米
国
の
も
う
一
つ
の
洗
脳

政
策
は
、
日
本
の
若
者
を
ど

ん
ど
ん
米
国
に
呼
ん
で
市
場

原
理
主
義
経
済
学
を
徹
底
的

に
教
え
て
帰
国
さ
せ
、
い
わ

ゆ
る
「
シ
カ
ゴ
ボ
ー
イ
ズ
」

（
注
）
を
増
殖
さ
せ
、
放
っ

て
お
い
て
も
米
国
が
儲
か
る

よ
う
に
日
本
人
が
自
ら
動
く

社
会
を
作
ろ
う
と
し
た
こ
と

で
あ
る
。

日
本
側
も
、
米
国
の
利
害

に
し
っ
か
り
と
応
え
る
よ
う

に
農
産
物
の
関
税
撤
廃
を
お

土
産
、
「
い
け
に
え
」
と
し

て
米
国
に
差
し
出
し
、
そ
の

代
わ
り
日
本
は
自
動
車
な
ど

の
輸
出
で
利
益
を
得
て
い
こ

う
と
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
経

済
産
業
省
の
方
は
自
分
の
天

下
り
先
も
得
ら
れ
る
と
い
う

側
面
が
あ
る
。
「
食
料
な
ど

金
を
出
せ
ば
買
え
る
の
だ
。

そ
れ
が
食
料
安
全
保
障
だ
」

と
い
う
流
れ
が
日
本
の
経
済

政
策
の
主
流
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
は
財
務
省
だ
。

米
国
の
要
請
に
呼
応
す
る
か

の
よ
う
に
、
信
じ
ら
れ
な
い

く
ら
い
食
料
と
農
業
の
た
め

の
予
算
を
減
ら
し
て
い
る
。

農
水
予
算
は
１
９
７
０
年
に

は
１
兆
円
で
防
衛
予
算
の
２

倍
近
く
あ
っ
た
が
、
６０
年
経

っ
て
も
ま
だ
２
兆
円
だ
。
再

生
エ
ネ
電
気
買
い
取
り
制
度

に
よ
る
２２
年
度
の
買
い
取
り

総
額
は
４
・
２
兆
円
で
、
こ

れ
だ
け
で
農
水
予
算
の
２
倍

で
あ
る
。安
全
保
障
の
要
は
、

軍
事
・
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
米
国
な
ど
で
は
言
う
が
、

な
ぜ
、
そ
の
要
の
中
で
も
一

番
の
要
の
食
料
だ
け
が
こ
ん

な
に
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て

き
た
の
か
。

さ
ら
に
は
、
欧
米
に
比
べ

て
食
料
・
農
業
・
農
村
へ
の

共
感
が
日
本
人
に
希
薄
だ
と

さ
れ
る
が
、
そ
の
主
因
の
１

つ
は
、
日
本
の
歴
史
教
科
書

か
ら
食
料
難
の
経
験
や
農
業

・
農
村
の
重
要
性
に
関
す
る

記
述
が
ど
ん
ど
ん
消
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
う

し
た
一
連
の
流
れ
は
、
日
本

農
業
を
当
然
苦
し
く
す
る
。

食
料
の
輸
入
が
増
え
、
自
給

率
が
下
が
り
、
食
料
危
機
に

耐
え
ら
れ
な
い
構
造
が
形
成

さ
れ
た
。

武
器
と
コ
オ
ロ
ギ
だ
け
で

は
生
き
延
び
ら
れ
な
い

そ
こ
に
、
世
界
的
な
食
料

危
機
が
起
き
た
。中
国
の「
爆

買
い
」
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争

に
よ
り
、
日
本
の
食
料
と
そ

の
生
産
資
材
の
輸
入
途
絶
の

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

「
お
金
を
出
せ
ば
輸
入
で
き

る
」
の
が
当
た
り
前
で
な
く

な
り
、肥
料
、飼
料
、
燃
料
な

ど
の
暴
騰
に
も
か
か
わ
ら
ず

農
産
物
の
販
売
価
格
は
上
が

ら
ず
、
農
家
は
赤
字
に
あ
え

ぎ
、廃
業
が
激
増
し
て
い
る
。

国
民
の
命
を
守
る
に
は
国

内
の
食
料
生
産
を
増
強
す
る

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
逆
に
、
コ
メ
作

し
ぼ

る
な
、
牛
乳
搾
る
な
、
牛
処

分
し
ろ
、
つ
い
に
は
生
乳
廃

棄
で
、「
セ
ル
フ
兵
糧
攻
め
」

の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い

て
は
、
本
当
に「
農
業
消
滅
」

が
急
速
に
進
み
、
不
測
の
事

態
に
国
民
は
餓
死
し
か
ね
な

い
。一

方
で
、
増
税
し
て
で
も

防
衛
費
は
５
年
で
４３
兆
円
に

増
や
し
、
経
済
制
裁
の
強
化

と
と
も
に
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
を
強
化
し
て
攻
め
て
い
く

か
の
よ
う
な
議
論
が
勇
ま
し

く
行
わ
れ
て
い
る
。
欧
米
諸

国
と
違
っ
て
、
食
料
自
給
率

が
極
端
に
低
い
日
本
が
経
済

制
裁
強
化
だ
と
叫
ん
だ
途
端

に
、
自
ら
を
「
兵
糧
攻
め
」

に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
、
戦

う
前
に
飢
え
死
に
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
う
。
戦
っ
て
は
な
ら

な
い
が
、
戦
う
こ
と
さ
え
で

き
な
い
。

さ
ら
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

「
悪
用
」
し
て
、
水
田
の
メ

タ
ン
や
牛
の
ゲ
ッ
プ
が
地
球

温
暖
化
の「
主
犯
」と
さ
れ
、

ま
と
も
な
食
料
生
産
の
苦
境

を
放
置
し
た
ま
ま
、
昆
虫
食

や
培
養
肉
や
人
工
卵
の
機
運

が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し

か
も
学
校
給
食
で
コ
オ
ロ
ギ

が
出
さ
れ
た
り
、
パ
ウ
ダ
ー

に
し
て
知
ら
ぬ
間
に
様
々
な

食
品
に
混
ぜ
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。

イ
ナ
ゴ
の
食
習
慣
は
古
く

か
ら
あ
る
が
、
避
妊
薬
に
も

な
る
よ
う
な
コ
オ
ロ
ギ
で
子

ど
も
達
を
「
実
験
台
」
に
し

て
は
な
ら
な
い
。
戦
後
の
米

国
の
占
領
・
洗
脳
政
策
に
よ

る
学
校
給
食
や
、
今
年
か
ら

の
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
苗
の

全
国
の
小
学
校
へ
の
無
償
配

布
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も

達
を
「
実
験
台
」
に
し
た
拡

散
戦
略
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
。

ま
と
も
な
食
料
生
産
振
興

の
た
め
の
支
援
予
算
は
長
年

減
ら
さ
れ
、
ト
マ
ホ
ー
ク
な

ど
の
大
量
購
入
と
昆
虫
食
な

ど
の
推
進
が
叫
ば
れ
て
い

る
。
コ
メ
を
減
産
し
、
乳
牛

を
処
分
し
、牛
乳
を
廃
棄
し
、

不
測
の
事
態
に
は
、
ト
マ
ホ

ー
ク
と
コ
オ
ロ
ギ
を
か
じ
っ

て
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
今
こ
そ
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

（
注
：
シ
カ
ゴ
大
学
な
ど
で

新
自
由
主
義
の
薫
陶
（
く
ん

と
う
）を
受
け
、
規
制
撤
廃
、

民
営
化
、
貿
易
自
由
化
な
ど

を
徹
底
さ
せ
、
巨
大
企
業
に

利
益
を
集
中
さ
せ
、
貧
富
の

差
を
広
げ
る
の
に
貢
献
し
た

人
々
の
こ
と
）

Ｊ
ミ
ル
ク
は
７
月
２８
日
、

２３
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
に
つ
い
て
、
３
回

目
の
見
通
し
を
発
表
し
た
。

全
国
の
生
乳
生
産
量
は
７

３
９
万
３
千
㌧
（
前
年
比
１

・
９
％
減
）と
、前
回
の
見
通

し
（
５
月
）
か
ら
２
万
５
千

㌧
下
方
修
正
し
た
。こ
れ
は
、

全
国
の
酪
農
生
産
者
が
過
去

に
例
の
な
い
ペ
ー
ス
で
廃
業

し
て
い
る
こ
と
や
、
生
産
抑

制
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
牛
乳
等
（
注
）
生

産
量
は
、
牛
乳
が
３
０
４
万

１
千
㌔
㍑
（
同
３
・
４
％

減
）
、
加
工
乳
１３
万
８
千
㌔

㍑
（
同
２
・
３
％
増
）
、
は

っ
酵
乳
９６
万
５
千
㌔
㍑
（
同

７
・
１
％
減
）
な
ど
と
な
っ

て
い
る
（
表
）
。
牛
乳
は
、

前
回
よ
り
１
万
２
千
㌔
㍑
下

方
修
正
さ
れ
た
。
生
乳
取
引

価
格
改
定
と
な
る
８
月
以
降

は
需
要
が
さ
ら
に
減
少
す
る

と
見
通
し
た
。

脱
脂
粉
乳
の
需
給
見
通
し

は
、
生
産
量
が
１６
万
㌧
（
同

３
・
９
％
増
）
、
推
定
出
回

り
量
が
１２
万
３
千
㌧
（
同
３４

・
３
％
減
）
で
、
期
末
在
庫

量
が
１０
万
３
千
㌧
（
同
５９
・

２
％
増
）
と
、
大
き
く
前
年

を
上
回
る
見
込
み
。

（
注
：
当
見
通
し
に
お
い
て

は
、
牛
乳
・
加
工
乳
・
成
分

調
整
牛
乳
・
乳
飲
料
の
４
品

合
計
を
「
牛
乳
類
」
と
し
、

「
牛
乳
類
」
に
は
っ
酵
乳
を

加
え
た
も
の
を
「
牛
乳
等
」

と
し
て
い
る
。
な
お
、
牛
乳

等
の
製
造
量≒

需
要
量
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
）

農
水
省
は
７
月
１８
日
、
２２

年
の
外
国
法
人
等
に
よ
る
農

地
・
森
林
取
得
に
関
す
る
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。

農
地
に
つ
い
て
は
、
愛
媛

県
の
農
地
０
・
１
㌶
１
件
だ

っ
た
が
、
森
林
は
１４
件
も
の

事
例
が
あ
っ
た
（
下
表
）
。

農
水
省
は
９
月
か
ら
、
農

地
の
所
有
権
を
新
た
に
取
得

す
る
個
人
や
法
人
に
対
し
、

国
籍
の
報
告
を
義
務
付
け
る

方
針
。
市
町
村
の
農
業
委
員

会
に
許
可
を
申
請
す
る
際

に
、
国
籍
を
報
告
す
る
よ
う

求
め
る
。
外
国
資
本
に
よ
る

農
地
・
森
林
取
得
に
警
戒
を

強
め
て
い
く
。

農
水
省
は
７
月
１９
日
、
２２

年
度
の「
チ
ー
ズ
の
需
給
表
」

を
公
表
し
た
。

総
消
費
量
は
３３
万
６
千
㌧

（
前
年
比
５
・
３
％
減
）
と

か
な
り
の
減
少
と
な
っ
た

（
左
表
）
。
内
訳
は
、
ナ
チ

ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
消
費
量
が
同

３
・
５
％
減
、
プ
ロ
セ
ス
チ

ー
ズ
消
費
量
が
同
８
・
０
％

減
。
そ
れ
で
も
、
チ
ー
ズ
消

費
量
全
体
に
占
め
る
国
産
の

割
合
は
、
前
年
度
か
ら
１
・

２
㌽
上
昇
し
て
１４
・
９
％
と

な
っ
た
。

生
産
量
は
、
国
内
産
ナ
チ

ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
は
４
万
６
千

㌧
（
同
１
・
８
％
増
）
と
、

上
昇
が
続
い
て
い
る
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
輸
入

量
は
、
円
安
な
ど
の
影
響
も

あ
り
減
少
し
た
。

牛
乳
の
需
給
緩
和
対
策
と

し
て
、
国
産
チ
ー
ズ
の
消
費

拡
大
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
高
品

質
な
国
産
チ
ー
ズ
生
産
体
制

の
構
築
が
重
要
と
な
る
。

２３年度牛乳等生産量の見通し
前年比（％）

９９．６

９６．２

９６．６

１０２．３

９１．９

９３．５

９５．８

９２．９
（Ｊミルクの資料から）

生産量（千㎘）

３４６

２，６９５

３，０４１

１３８

２３０

１，００６

４，４１５

９６５

学 乳

学乳以外

小 計

加 工 乳

成分調整牛乳

乳 飲 料

計

は っ 酵 乳

牛乳

牛

乳

類

チーズの需給表（トン、％）

２２／２１比

１０１．８

１０７．９

９６．３

９２．９

８５．２

９６．５

９６．５

９２．０

９２．３

８７．７

９４．７

―

（農水省の資料から）

２２年度

４６，１６２

２３，２８１

２２，８８１

２５６，９０２

７５，１９２

１８１，７１０

２０４，５９１

１３１，０１９

１２２，７３３

８，２８６

３３５，６１０

１４．９

２１年度

４５，３３６

２１，５８５

２３，７５１

２７６，６４５

８８，２９６

１８８，３５０

２１２，１０１

１４２，４０９

１３２，９５６

９，４５３

３５４，５１０

１３．７

項 目

国産ナチュラルチーズ生産量

プロセスチーズ原料用

プロセスチーズ原料用以外

輸入ナチュラルチーズ総量

プロセスチーズ原料用

プロセスチーズ原料用以外

ナチュラルチーズ消費量

プ ロ セ ス チ ー ズ 消 費 量

国 内 生 産 量

輸 入 数 量

チ ー ズ 総 消 費 量

チーズ総消費量の国産割合

居住地が海外にある外国法人又は外国人と思われる
ものによる森林取得の事例

利用目的
資 産 保 有
資 産 保 有
資 産 保 有
資 産 保 有
資 産 保 有
資 産 保 有
資 産 保 有
ホテル又は住居の建設
資 産 保 有
戸 建 住 宅
住宅等建設
不 明
資 産 保 有
不 明

（農水省の資料から）

面積（ha）
７
１０
４
８
０．２
０．０４
０．０１
７
０．４
０．１
０．０３
０．１
４

０．０５

取得者の住所地
シ ン ガ ポ ー ル
アメリカ合衆国
シ ン ガ ポ ー ル
香 港
英領バージン諸島
マ カ オ
マ カ オ
英領バージン諸島
フ ィ リ ピ ン
アラブ首長国連邦
シ ン ガ ポ ー ル
中華人民共和国
中華人民共和国
中華人民共和国

主体
個人
個人
法人
個人
法人
個人
個人
法人
個人
個人
法人
個人
個人
個人

市町村
旭 川 市
北 見 市
富良野市
蘭 越 町

ニセコ町

倶知安町
赤井川村
鎌 倉 市
妙 高 市
熱 海 市
宇治田原
奈 良 市

都道府県

北 海 道

神奈川県
新 潟 県
静 岡 県
京 都 府
奈 良 県

食
料
・
農
業
知
っ
て
お
き
た
い
話
第
１２４
回

国
内
チ
ー
ズ
生
産
量
増
加
続
く

日
本
の
食
料
安
全
保
障
の
危
機
は

米
国
に
よ
る「
人
災
」

日
本
の
食
料
安
全
保
障
の
危
機
は

米
国
に
よ
る「
人
災
」

高
品
質
チ
ー
ズ
生
産
体
制
強
化
へ

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏

生
乳
生
産
量
を
下
方
修
正

２３
年
度
生
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見
通
し

外
国
資
本
の
土
地
取
得
に
警
戒
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全
日
本
開
拓
者
連
盟
・
全

開
連
・
全
国
開
拓
振
興
協
会

の
開
拓
中
央
三
団
体
は
１１
月

１６
・
１７
日
、
東
京
都
千
代
田

区
九
段
北
の
「
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
」
で
、
全
国
開
拓

代
表
者
大
会
と
全
国
開
拓
青

年
・
女
性
研
修
会
を
合
同
で

開
催
す
る
。

代
表
者
大
会
が
行
わ
れ
る

の
は
１７
年
以
来
６
年
振
り

で
、
青
年
・
女
性
研
修
会
は

１９
年
以
来
４
年
振
り
。

ま
た
、
１６
日
に
は
、
全
国

開
拓
振
興
協
会
の
研
修
事
業

の
一
環
と
し
て
、
東
京
大
学

の
鈴
木
宣
弘
教
授
に
よ
る
講

演
会
も
開
催
さ
れ
る
。

大
会
運
営
委
員
長
は
菊
地

文
夫
連
盟
委
員
長
が
務
め
、

事
務
局
を
連
盟
内
に
置
く
。

わ
が
国
農
業
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

円
安
等
の
影
響
に
よ
る
生
産

資
材
の
高
止
ま
り
か
ら
、
か

つ
て
な
い
経
営
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
今
大
会
は
、
わ

が
国
農
業
の
一
翼
を
担
い
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
全
国
の
開
拓
代

表
者
、
開
拓
青
年
・
女
性
が

一
堂
に
会
し
、
開
拓
営
農
の

維
持
・
発
展
を
期
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
す
る
。

１７
日
は
、農
水
省
を
訪
れ
、

大
会
決
議
に
基
づ
く
要
請
を

行
う
。

Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森
（
乙
部

輝
雄
代
表
理
事
組
合
長
）
は

７
月
１５
日
、
上
北
郡
七
戸
町

の
県
家
畜
市
場
で
第
１０
回
畜

産
共
進
会
を
開
催
し
た
。
１９

年
以
来
、
実
に
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
。

肉
用
牛
の
部
と
乳
用
牛
の

部
（
未
経
産
と
経
産
の
２
種

類
）の
３
部
門
で
行
わ
れ
た
。

肉
用
牛
の
部
に
は
黒
毛
和

種
若
雌
・
経
産
牛
３２
頭
、
乳

用
牛
の
部
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
未
経
産
牛
２１
頭
、
経
産
牛

１９
頭
、合
計
７２
頭
が
出
場
し
、

体
型
や
発
育
状
況
な
ど
を
競

っ
た
。

審
査
の
結
果
、
肉
用
牛
の

部
最
高
位
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
は
、
沼
田
昭
さ
ん

ち

び
き

（
東
北
町
千
曳
）
の
出
品
牛

が
獲
得
。

乳
用
牛
の
部
で
は
、
未
経

産
が
㈱
サ
ウ
ザ
ン
ド
リ
ー
フ

（
三
沢
市
高
野
沢
）
、
経
産

は
阿
部
亨
さ
ん
（
六
ヶ
所
村

庄
内
）
（
写
真
）
の
出
品
牛

が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

阿
部
さ
ん
は
未
経
産
・
経

産
合
わ
せ
て
３
度
目
の
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ

た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
７

月
１３
日
、
東
京
の
全
開
連
会

議
室
に
お
い
て
２３
年
度
青
年

部
役
員
会
を
開
催
し
た
（
写

真
上
）
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

推
薦
の
あ
っ
た
新
青
年
部
役

員
ら
に
委
嘱
状
を
交
付
す
る

と
と
も
に
、
全
国
開
拓
青
年

・
女
性
研
修
会
の
運
営
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
２３
年
度
青
年
部
役

員
体
制
は
、
部
長
大
塚
裕
太

（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
栃
木
県
、

野
菜
：
写
真
下
）
、
副
部
長

橋
本
拓
也
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

・
青
森
県
、
酪
農
）
（
当
日

欠
席
）
、
同
甲
斐
健
二
（
中

部
・
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
島
根

県
、
果
樹
）
、
同
鈴
田
隆
宏

（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
長
崎
県
、

肉
牛
）
の
各
氏
に
決
定
。
菊

地
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

今
年
度
の
研
修
会
の
運
営

に
つ
い
て
の
協
議
で
は
、
全

国
開
拓
代
表
者
大
会
が
今
年

は
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
同
大
会
と
合
同
開
催
す

る
こ
と
に
決
定
（
前
記
事
参

照
）
。
詳
細
に
つ
い
て
は
今

後
詰
め
る
こ
と
に
し
た
。

青
年
部
と
し
て
も
、
現
在

の
農
業
情
勢
を
切
実
に
受
け

止
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

大
会
の
運
営
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

６
月
１
日
の
参
議
院
農
林

水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
千

葉
県
の
開
拓
酪
農
家
３
世
の

金
谷
雅
史
さ
ん
（
写
真
）
が

参
考
人
と
し
て
出
席
し
、
酪

農
経
営
の
窮
状
を
訴
え
た
。

金
谷
さ
ん
は
乳
価
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
指
定
団
体
に

は
値
上
げ
交
渉
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
と
し
た
上
で
、「
ま

た
も
為
替
が
円
安
で
不
安
が

拭
え
な
い
状
況
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。

消
費
に
対
し
て
「
い
く
ら

乳
価
に
コ
ス
ト
転
嫁
し
て
も

消
費
が
落
ち
て
は
意
味
が
な

い
。
消
費
者
支
援
に
も
も
っ

と
力
を
入
れ
、
国
産
農
産
品

を
買
え
る
よ
う
な
農
政
を
お

願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
経
産
牛
１
頭
１５
万

円
の
減
産
政
策
に
対
し
て
、

「
２
年
間
搾
れ
な
い
の
だ
か

ら
と
て
も
足
り
な
い
」
と
訴

え
た
。

酪
農
家
の
離
農
に
対
し
て

「
高
齢
だ
か
ら
で
は
な
く
、

子
ど
も
に
継
が
せ
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
。
休
み
が
無
く

て
儲
け
が
出
な
い
の
で
は
、

若
い
人
に
勧
め
ら
れ
な
い
。

働
い
た
分
だ
け
儲
け
が
あ
れ

ば
継
が
せ
た
い
と
思
う
。
せ

っ
か
く
作
り
上
げ
て
き
た
生

産
基
盤
が
日
に
日
に
失
わ
れ

て
い
く
」
と
苦
し
い
胸
の
内

を
訴
え
た
。

最
後
に
、
緊
急
に
必
要
な

農
家
の
た
め
の
補
助
金
（
１

頭
１０
万
円
）
を
求
め
た
。

に

た

ぐ
ん
お
く
い

ず

も

島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町

み

い

の

の
三
井
野
開
拓
は
、
広
島
県

と
の
県
境
に
接
し
、
東
に
鳥

取
県
の
県
境
も
あ
る
。

全
域
が
比
婆
道
後
帝
釈
国

定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
し

せ
ん
つ
う

た
と
い
う
伝
説
の
地
「
船
通

ざ
ん山

」
の
南
西
に
位
置
す
る
。

当
時
の
住
所
は
、
広
島
県

比
婆
郡
八
鉾
村
で
あ
っ
た

が
、
５３
年
に
島
根
県
に
県
境

変
更
さ
れ
た
。

戦
争
末
期
の
４４
年
１０
月
、

食
料
難
に
対
応
す
る
た
め
、

農
業
報
国
会
島
根
県
支
部
直

営
農
場
が
こ
の
地
に
置
か

れ
、
バ
レ
イ
シ
ョ
種
子
の
採

取
保
護
地
と
し
て
島
根
県
農

兵
隊
２
０
０
人
（
国
民
学
校

初
等
科
第
４
学
年
以
上
の
児

童
、
青
年
学
校
及
び
男
女
中

等
学
校
生
徒
が
動
員
さ
れ

た
）
で
開
拓
し
た
の
が
始
ま

り
。こ

の
土
地
は
、
標
高
７
３

０
㍍
の
高
冷
地
で
、
火
山
灰

の
土
壌
が
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培

に
適
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。

４５
年
に
終
戦
し
、
国
内
は

混
乱
し
た
が
、
１１
月
に
は
緊

急
開
拓
事
業
実
施
要
領
が
決

定
さ
れ
、
事
業
自
体
は
従
前

ど
お
り
継
続
さ
れ
た
。
農
業

報
国
会
が
農
事
振
興
会
に
改

組
さ
れ
、
開
拓
の
基
地
農
場

と
な
っ
た
。

４７
年
か
ら
近
隣
（
島
根
・

広
島
・
香
川
な
ど
）や
満
州
か

ら
の
引
き
揚
げ
者
な
ど
が
入

植
し
て
き
た
。
基
地
農
場
で

訓
練
し
た
人
た
ち
も
多
く
、

開
拓
に
役
立
つ
こ
と
と
な
っ

た
。
４８
年
４
月
に
開
拓
基
地

農
場
は
三
瓶
農
民
修
練
場
へ

移
転
、
三
井
野
は
純
開
拓
地

と
し
て
入
植
者
を
受
け
入
れ

た
。
同
年
１０
月
に
戸
数
３０
戸

や

か
わ

で
三
井
野（
公
式
に
は
八
川
）

開
拓
農
協
が
発
足
し
た
。

４９
年
に
ス
キ
ー
場
を
開
設

し
た
。
こ
れ
は
せ
っ
か
く
国

鉄
木
次
線
が
通
っ
て
い
る
の

で
、
三
井
野
原
駅
を
設
置
す

る
た
め
で
も
あ
っ
た
。

火
山
灰
特
有
の
酸
性
土
壌

の
た
め
雑
穀
は
不
良
で
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、
野
菜

用
バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
の
生
産

が
増
え
、
主
幹
作
物
と
し
て

定
着
し
て
い
っ
た
。

６７
年
、
国
か
ら
夏
秋
キ
ャ

ベ
ツ
産
地
と
し
て
指
定
を
受

け
、
生
産
出
荷
近
代
化
事
業

が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
八
川
農
協
に
よ
る
共
販

体
制
に
統
一
さ
れ
た
。

７８
年
１０
月
、
開
拓
３０
周
年

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
開

拓
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
（
写

真
）
。

現
在
は
、
数
戸
の
農
家
が

高
原
野
菜
や
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
な
ど
の
生
花
を
生
産
し
て

い
る
。

全
開
連
人
事

（
７
月
３１
日
付
）

退
職

隼
野
由
茉
（
管
理
部

電
算
室（
兼
）西
日
本
支
所
）

（
８
月
１
日
付
）

▽
事
業
推
進
部
次
長（
兼
）

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
出
向

（
事
業
推
進
部
次
長
）
村
上

敦
美
▽
管
理
部
電
算
室（
兼
）

東
日
本
支
所
・
東
北
（
管
理

部
電
算
室
（
兼
）
東
日
本
支

所
・
関
東
（
兼
）
事
業
推
進

部
（
兼
）
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ

農
協
出
向
）
小
岩
愛
▽
管
理

部
電
算
室
（
兼
）
東
日
本
支

所
・
関
東
購
買
・
総
務
（
管

理
部
電
算
室
（
兼
）
東
日
本

支
所
・
東
北
）
高
橋
碧

８
月
後
半
か
ら
９
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
開
拓
組
織
の

主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

８
月

２３
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

９
月

１
日

九
州
連
絡
協
議
会
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
長
崎
）

７
日

人
吉
食
肉
セ
ン
タ
ー

・
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

竣
工
式
（
熊
本
）

１５
日

薩
州
開
拓
農
協
通
常

総
会

開催決定開催決定

開
拓
３
世
国
会
で
窮
状
を
訴
え
る

全
国
開
拓
代
表
者
大
会

全
国
開
拓
青
年
・
女
性
研
修
会

全
国
開
拓
代
表
者
大
会

全
国
開
拓
青
年
・
女
性
研
修
会

金
谷
さ

ん

参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で

鈴
木
宣
弘
教
授
の
講
演
会
も

代
表
者
大
会
・
青
年
研
修
会
を
成
功
に

青
年
部
長
に
大
塚
さ

ん

全
国
開
拓
青
年
部
役
員
会

写真上 : 青年部役員会の様子
写真下 : 大塚裕太青年部長

神話の里で高原野菜と生花
島根県奥出雲町・三井野開拓

喜びの阿部さん家族とGチャンピオン牛 : 左から三女しおりさん、
亨さん、中３名は畜産関係者、次女千春さん、妻陽子さん、お孫さん

阿
部
さ

ん

経
産
牛
の
部
Ｇ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

第
１０
回
Ｊ
Ａ
ゆ
う
き
青
森
畜
産
共
進
会
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㈱
ナ
ビ
ッ
ト
は
６
月
３０

日
、
お
茶
の
消
費
に
関
す
る

調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
全

国
の
男
女
１
千
人
か
ら
回
答

を
得
た
も
の
。
最
も
多
く
飲

ま
れ
て
い
る
種
類
は
緑
茶

で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
テ
ィ

ー
バ
ッ
グ
で
飲
ま
れ
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

「
お
茶
を
飲
む
か
」は「
よ

く
飲
む
」
が
７９
・
２
％
で
最

も
多
く
、
次
い
で
「
た
ま
に

飲
む
」
が
１４
・
０
％
で
、
合

わ
せ
て
９３
・
２
％
が
日
常
的

に
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
。

「
ど
の
種
類
の
お
茶
を
最

も
飲
む
か
」は
図
の
と
お
り
。

緑
茶
が
４５
・
８
％
と
最
も
高

か
っ
た
。
ま
た
、
飲
み
方
で

は
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
テ

ィ
ー
バ
ッ
グ
」
が
と
も
に
３０

・
９
％
で
高
く
、
次
い
で「
茶

葉
」
が
２３
・
６
％
。
お
茶
の

準
備
が
簡
単
に
で
き
る
飲
用

方
法
の
割
合
が
高
い
傾
向
に

あ
る
。

「
お
茶
を
飲
む
一
番
の
理

由
」
は
、
「
習
慣
だ
か
ら
」

が
４２
・
０
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で「
味
が
好
き
だ
か
ら
」

が
２４
・
９
％
、
「
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
か
ら
」
が
７
・
９

％
だ
っ
た
。

「
最
も
飲
む
お
茶
と
選
ん

だ
理
由
」
で
は
、「
水
分
補
給

に
も
な
る
お
茶
と
し
て
麦
茶

を
選
ん
で
い
る
」、「
緑
茶
。ホ

ッ
ト
で
飲
む
と
落
ち
着
く
か

ら
。
一
番
日
本
人
ら
し
い
お

茶
だ
か
ら
」、「
糖
の
吸
収
を

抑
え
る
と
聞
い
た
か
ら
」
な

ど
が
上
が
っ
て
い
る
。

本
紙
７
７
８
号
で
紹
介
し

た
、
テ
レ
ビ
番
組
に
取
り
上

し
ょ
う
な
い

げ
ら
れ
た
庄
内
開
拓
団
が
入

ろ
っ

か

し
ょ
む
ら

植
し
た
六
ヶ
所
村
は
、
庄
内

か
み
い
や
さ
か

地
区
と
上
弥
栄
地
区
を
中
心

に
開
拓
が
軌
道
に
乗
り
、
一

大
酪
農
地
帯
と
な
っ
た
。

六
ヶ
所
村
立
郷
土
館
で
２２

年
４
〜
６
月
に
開
催
さ
れ
た

「
郷
土
を
拓
い
た
人
々
〜
六

ヶ
所
村
の
開
拓
の
歴
史
と
写

真
展
」
が
好
評
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
六
ヶ
所
村
の
戦
後
開

拓
の
展
示
が
常
設
展
示
に
加

わ
り
、
現
在
も
展
示
さ
れ
て

い
る
。
企
画
展
で
紹
介
さ
れ

た
内
容
と
合
わ
せ
て
紹
介
す

る
。◆

大
冷
害
か
ら
酪
農
地
帯

へ

の
き

六
ヶ
所
村
の
台
地
は
、「
軒

し
た下

ま
で
国
有
地
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
多
く
を
御
料
地
（
皇

室
の
所
有
地
）
・
国
有
地
が

占
め
て
い
た
。
旧
陸
軍
の
軍

馬
を
管
理
す
る
施
設
や
放
牧

場
が
あ
り
、
終
戦
後
は
荒
地

が
広
が
る
場
所
と
な
っ
た
。

企
画
展
で
紹
介
さ
れ
た

「
ひ
げ
の
団
長
」
こ
と
佐
藤

し
げ
さ
く

繁
作
氏
が
、
戦
後
に
開
拓
で

き
る
土
地
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
六
ヶ
所
村
で
許
可
が

下
り
た
た
め
、
こ
の
地
の
開

拓
が
始
ま
っ
た
。
引
き
揚
げ

者
や
村
内
外
の
二
男
・
三
男

が
入
植
し
、
人
力
・
畜
力
で

大
変
な
苦
労
を
し
て
開
墾
を

進
め
た
。

だ

い

ず

あ

ず

き

バ
レ
イ
シ
ョ
・
大
豆
・
小
豆

な

た
ね

・
菜
種
な
ど
を
栽
培
。
よ
う

や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
た

頃
、
５３
・
５４
年
に
発
生
し
た

大
冷
害
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

あ
わ

の
努
力
が
水
の
泡
に
。
冷
害

に
強
い
酪
農
へ
の
転
換
に
活

路
を
求
め
た
。
諦
め
ず
に
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
こ
の
試

み
が
奏
功
。
国
内
有
数
の
酪

農
地
帯
へ
と
成
長
し
た
。

◆
集
乳
缶
持
ち
上
げ
体
験

も
常
設
展
に
設
け
ら
れ
た
戦

後
開
拓
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

企
画
展
と
同
じ
「
郷
土
を
拓

い
た
人
々
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。

展
示
で
は
、
①
庄
内
地
区
②

い
や
さ
か
だ
い
ら

上
弥
栄
地
区
③
弥
栄
平
地
区

と
よ
は
ら

④
千
歳
地
区
（
豊
原
地
区
・

千
歳
地
区
の
双
方
を
含
む
）

か
み
き
た

⑤
国
営
北
部
上
北
機
械
開
墾

む
つ
さ
か
え

と
よ

せ

事
業
（
睦
栄
地
区
、
豊
瀬
地

区
）
の
５
地
区
の
歴
史
を
紹

介
し
て
お
り
、
当
時
実
際
に

牛
乳
の
運
搬
に
使
わ
れ
て
い

た
２５
㍑
集
乳
缶
を
持
ち
上
げ

る
体
験
も
で
き
る
。

地
域
の
戦
後
開
拓
の
歴
史

が
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と

を
願
い
た
い
。

農
水
省
は
６
月
３０
日
、

「
２３
年
農
業
構
造
動
態
調

査
（
２３
年
２
月
１
日
現

在
）」の
結
果
を
公
表
し
た
。

全
国
の
農
業
経
営
体
の
減
少

が
続
く
一
方
で
、
法
人
化
と

大
規
模
化
が
進
ん
で
い

る
。◆

法
人
化
と
大
規
模

化
が
進
行

全
国
の
農
業
経
営
体

数
は
９２
万
９
４
０
０
経

営
体
で
、
前
年
か
ら
４

・
７
％
減
少
し
た
。
そ

の
う
ち
、
団
体
経
営
体

は
４
万
７
０
０
経
営
体

で
１
・
５
％
増
、
中
で

も
法
人
化
し
て
い
る
経

営
体
は
３
万
３
千
経
営

体
で
２
・
５
％
増
加
し

た
。経

営
耕
地
規
模
別
で
み
る

と
、北
海
道
が
３０
㌶
以
上
層
、

都
府
県
が
２０
㌶
以
上
層
で
増

加
し
、
北
海
道
・
都
府
県
と

も
に
そ
れ
以
外
の
層
で
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
販
売
金

額
規
模
別
で
も
、
５
千
万
円

以
上
層
で
の
み
増
加
し
て
お

り
、
面
積
・
金
額
と
も
に
大

規
模
化
が
続
い
て
い
る
。

◆
個
人
経
営
体
５
％
減

個
人
経
営
体
の
経
営
体
数

の
変
化
と
主
副
業
別
の
割
合

は
図
の
と
お
り
。
副
業
的
経

営
体
の
割
合
が
０
・
９
％
増

加
し
て
い
る
。

仕
事
と
し
て
主
に
農
業
に

従
事
し
た
基
幹
的
農
業
従
事

者
数
は
１
１
６
万
３
５
０
０

人
で
、
５
・
１
％
減
少
し
た
。

日
本
の
農
畜
産
業
を
応
援

す
る
農
水
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
食
か
ら
日
本
を
考
え
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド
シ
フ
ト
」

ぎ
ょ
う

ざ

で
、
新
た
に
「
餃
子
か
ら
日

本
を
考
え
る
」
が
始
ま
っ
て

い
る
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

食
と
農
の
つ
な
が
り
に
着
目

し
た
運
動
。
日
本
の
食
や
農

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、
昨

年
度
は
「
カ
レ
ー
か
ら
日
本

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
動

画
配
信
な
ど
に
よ
り
広
報
活

動
を
行
っ
て
き
た
。

あ
ん

ギ
ョ
ウ
ザ
の
餡
に
は
必
ず

複
数
の
農
畜
水
産
物
が
使
わ

れ
て
お
り
、
使
い
た
い
野
菜

や
肉
・
魚
介
類
な
ど
の
自
分

好
み
の
具
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

餡
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
現
在
で
は
ギ
ョ

ウ
ザ
の
皮
の
原
料
は
輸
入
小

麦
が
主
体
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
産
小
麦
の
使
用
や
、

も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
が
特

長
の
米
粉
の
使
用
も
期
待
で

き
る
。
ご
飯
の
お
か
ず
と
し

て
多
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
コ
メ
の
消
費
促
進

に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

同
省
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
で
に
開
催
し
た
の
は
、
ネ

ッ
ト
配
信
に
よ
る
「
す
べ
て

の
食
材
は
ギ
ョ
ウ
ザ
に
変
わ

る
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
ラ

ッ
プ
バ
ト
ル
。

勝
敗
を
審
査
員
が
判
定
す

る
形
式
で
、
審
査
員
の
う
ち

の
１
人
は
同
省
の
職
員
で
、

一
瞬
に
し
て
食
料
自
給
率
を

計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
特

技
を
持
つ
大
石
さ
ん
が
参

加
。
ラ
ッ
プ
の
歌
詞
に
登
場

す
る
ギ
ョ
ウ
ザ
の
餡
の
具
材

の
食
料
自
給
率
を
勝
敗
の
基

準
に
し
て
繰
り
広
げ
る
、
ユ

ニ
ー
ク
な
バ
ト
ル
と
な
っ

た
。同

省
で
は
今
後
も
「
餃
子

か
ら
日
本
を
考
え
る
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
様
々
な
活
動
を

計
画
中
。
一
度
に
た
く
さ
ん

の
種
類
の
野
菜
や
肉
を
消
費

で
き
る
ギ
ョ
ウ
ザ
を
通
じ

て
、
国
産
農
畜
産
物
の
消
費

拡
大
を
期
待
し
た
い
。

個
人
経
営
体
３
％
減
少

青
森
県

六
ヶ
所
村

郷
土
館
で
戦
後
開
拓
の
歴
史
展
示

２３
年
農
業
構
造
動
態
調
査

集
乳
缶
２５
㍑
持
ち
上
げ
体
験
も
可
能

写真提供：
２枚ともに六ヶ所
村立郷土館

常設展を見学する来館者と
解説者の様子

ギ
ョ
ウ
ザ
か
ら
日
本
を
考
え
る

飲み方ペットボトル・
ティーバッグが多く

ギョウザを構成する農畜産物の例

ニッポンフードシフト公式サイトから引用

ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド
シ
フ
ト

最も飲む種類
「緑茶」約５割

実際のお茶畑の風景
（静岡県日本平から）



開 拓 情 報（5） 第784号 2023年（令和5年）8月15日（毎月１回１５日発行）

（公財）肥料科学研究所は７月１９日、
肥料科学研究所２３年度第１回研究会を
開催した。研究会は毎年複数回開催し
ており、その内容は刊行物や同所のホ
ームページで公開されている。
研究会で、（一財）畜産環境整備機

せつ

構の羽賀清典氏は「家畜排泄物の処理
・利用の現状と地下水の硝酸性窒素汚
染」と題して講演。現場で土壌診断に
携わってきた安西徹郎氏は「土壌診断
の役割と課題―土壌診断による施肥削
減の可能性」と題し講演を行った。こ
こでは、安西氏の発表内容を紹介する。
２００８年夏、肥料原料価格が高騰し、
その対策の１つとして農水省は土壌診
断に基づく施肥設計の見直しを挙げ
た。それ以降、土壌診断に関する技術
開発はかなり進められており、施肥削
減のツールが整備されてきている。し
かし、農業現場では土壌診断を活かせ
ていないケースが見られるという。
安西氏が農家指導関係者を対象にア
ンケート調査を行ったところ、土壌診

断は農家へ浸透しつつあるが、生産者
によって診断結果の理解度が大きく異
なっていることが確認された。この背

せん

景には、土壌診断の処方箋を農家に納
得してもらうまで説明でき、問題があ

おもむ

れば現地に赴いて実際の土づくりや施
肥の指導ができる人材が少ないことが
あると指摘。また、多くの普及センタ
ーで分析能力が弱体化している実態が
あるが、国（農水省）は、２００６年以降
その調査を行っておらず、改めて国が
調査すべきであるとした。
土壌診断の農業現場での定着に向け
て進めていく事項として、前記した普
及センターの土壌診断機能の強化、関
係機関の連携強化、減肥基準の策定、
診断データの継続性、土壌情報の取得
・利活用、人材育成などを挙げた。そ
して、今後は土壌医などの専門家の力
を活用すると共に、財政面・人員面で
の投資が不可欠で、それには国の全面
的なバックアップが必要であると安西
氏は訴えかけた。

生分解性マルチは、栽培終了時に畑
す

に鋤き込むことで、土壌微生物による
分解処理ができる。そのため、従来の
分解されないプラスチックで問題とな
っていた、使用後に回収する労力と、
土で汚れたプラスチックの処理が不要
となる。生分解性マルチは、様々な環
境下で多様な野菜の栽培に用いられ、
耐久性の改良が進められている。しか
し、栽培期間中に壊れにくいように調
節された製品は、使いやすい反面、使
用後の分解が遅くなる課題があった。
農研機構はこれまでにイネ由来の酵
母菌が生分解性プラスチックを分解す
る酵素を分泌することを発見し、その
分解酵素を「PaE」と名付けている。

室内実験で、PaEは生分解性マルチ開
発当初の素材である「PBSA」や
「PBS」 、非結晶のポリ乳酸を分解で
きることが確認されている。また、最
近の生分解性マルチ製品に用いられる
分解が遅い素材である「PBAT」の分
解も確認された。
ほ場での実証試験では、市販の生分
解性マルチ（黒）を２ヵ月展張し、PaE
を散布処理した。その結果、翌日には
マルチは薄くなり、目視やミクロレベ
ルでも亀裂が生じ、強度を下げること
ができた（写真）。
生分解性マルチは、使用後速やかに
畑の土の中にしっかりと鋤き込むこと
が推奨されている。そこで、PaE散布

処理を行ったマルチを、翌日に耕うん
機で鋤き込んだ後に目視で確認できる
断片を回収したところ、PaE散布処理

をしなかったフィルムに比べて大型の
断片が減り、サイズが小さくなり、総
重量は減少した。このことから、マル

もろ

チが PaE散布処理によって脆くなり、
耕うんの過程で壊されることで鋤き込
みやすくなることが明らかとなった。
生分解性プラスチックと分解酵素を
組み合わせて使うことで、使用者が分
解のタイミングを調整することが可能
となる。そのため同機構は、農業用資
材など野外で用いるプラスチック製品
などを土に還す、循環型社会の形成が
期待できるとしている。

農水省と国交省は８月８日、「下水
汚泥資源の肥料利用シンポジウム」を
開催した。下水汚泥資源の肥料利用の
意義や先進的な取り組み事例などにつ
いて広く情報発信を行い、資源活用を
広げていくことを目的に共催された。
第一部では、農水省の担当者から国
内資源由来肥料の利用を推進するため
の支援事業や、下水汚泥中の有機物を
エネルギー・緑農地利用した割合を示
すリサイクル率について、３０年に５０％
を目指す目標を設定したことなどの説
明があった。そのほか、実際に取り組

みを行う各自治体が事例を紹介した。
ここでは、山形県鶴岡市の取り組み
を紹介する。同市では、下水道の整備
当初から汚泥の農業利用を調査・検討
し、１９８６（昭和６１）年から下水汚泥を
肥料化して市内のホームセンターなど
で販売を開始。その後、製造施設の老
朽化などが原因で生産量を大幅に制限
したが、地域住民からは増産の要望が
出ているという。

ぷ ん

また、同市は、化成肥料と豚糞堆肥
と下水汚泥のコンポストを試験農場に
施肥し、デントコーン完熟期における
子実収量の比較試験を行っている。そ
の結果、化成肥料に比べて施肥量は多
くなるが、収量はコンポスト区の方が
多かった。この結果からコンポストの

うかが

効果の可能性が窺える。
第二部では、「循環型社会の構築に
向けた下水汚泥資源を利用した肥料の

活用」と題した討論会が開かれた。討
論会では、「循環」がキーワードとな
った。また、肥料化の過程の透明性や
安全性、利用することのメリットなど
の情報を発信し、耕種農家や消費者の
理解と信頼を得ていく必要があるとい
う意見が複数あがった。農水省の担当
者は、エシカル消費（人や社会、地球
環境や地域に配慮した消費のこと）や
環境に優しい農業は、みどりの食料シ
ステム戦略の考え方に沿ったものであ
り、息の長い取り組みとして後押し、
支援していきたいと述べた。

ベゴモウイルスには
４４５もの種類があり、農業
生産の脅威となってい
る。同ウイルスの感染に
よって発症するトマト黄
化葉巻病は、葉が黄色く
なり巻くような症状が生
じる。症状が進むと、開
花しても実がつかなくな
る場合が多い。
同病を引き起こす

TYLCVは、研究によっ
て抵抗性遺伝子が特定さ
れ、ウイルス抵抗性品種
の育種が進められてい
る。しかし、夏場にはなぜか抵抗性品
種でも散発的に発病するケースがあ
り、原因が不明だった。
そこで近畿大学の研究グループは、
世界で最も広くベゴモウイルス対策と
して品種改良に利用されている抵抗性
遺伝子「Ty―1」について研究。高温条
件下では抵抗性が機能せず崩壊し、黄
化葉巻病を発病することを明らかにし
た。
国内のTYLCVでは、「イスラエル
系統」と「マイルド系統」という２種
類が分布している。同グループは、高
温（昼温３５℃、夜温２０℃）あるいは常
温（昼温２５℃、夜温２０℃）の条件下で

トマトのウイルス感受性品種と抵抗性
品種を栽培し、両系統のウイルスを接
種した。
その結果、高温条件下では抵抗性品
種（桃太郎・桃太郎ホープ）でもイス
ラエル系統の感染により黄化葉巻病を
発病することが明らかとなった。マイ
ルド系統の感染の場合は高温下では発
病しないことが確認された。
同グループは、今後、先に挙げた２
種類のウイルスのうち、イスラエル型
にだけ高温下で発病する原因の解明
や、高温下での安定的な抵抗性獲得の
実現に向けた研究を進める予定として
いる。

土壌診断の可能性を考える 高温でトマト黄化葉巻病リスク増高温でトマト黄化葉巻病リスク増
肥料科学研究所 第１回研究会開催 夏場に発病の要因解明夏場に発病の要因解明

抵抗性品種が高温条件で�イスラエル型�の
感染により発病する様子 近畿大学の資料から

酵素で生分解性プラスチック分解加速
マルチを鋤き込んで分解

ほ場での実証試験の様子

農研機構の資料から

下水汚泥資源の肥料利用シンポ
「循環」がキーワード
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暑熱期は、飼養管理を工夫する必要
がある。北里大学獣医学部の鍋西久氏
は７月３日、栃木県畜産関係研究セミ
ナー酪農部会で「暑熱ストレス低減に
よる生産性向上を目指して～最新のビ
ッグデータから改めて考察する～」と
題して講演を行った。
◆ＴＨＩをよく確認
夏季のＡＩ（人工授精）頭数の減少
と受胎率の低下は０６年頃から確認され
ており、今後ますます酷暑の影響が心
配される。また、牛舎内の温度は、気
象庁が発表する気温よりも平均して
１０℃以上高い。牛舎内のＴＨＩ（温湿
度指数）を把握し、対策することが重
要となる。
交配日のＴＨＩが繁殖性に及ぼす影
響をみると、経産牛では１日のＴＨＩ
が７１を超えると、受胎率が低下するこ
とが人工知能で検知された。未経産牛
では、分娩前８週間の対策が、乳生産
性を向上させる。
◆夏こそ「新鮮胚ＥＴ」を
人工授精前後の状況をみると、授精
の２～０日前の暑熱が受胎率に影響し
ていた。暑熱の時期を避けて受胎を目
指せる受精卵移植（ＥＴ）を活用した
い。凍結胚では新鮮胚と比べて暑熱の
影響が顕著だった。そのため、暑熱時
の新鮮胚の有用性が示唆され、「夏こ
そ、新鮮胚ＥＴ！」と講演で推奨され

た。また、黒毛和種ドナー牛の採卵成
績は暑熱の影響をほぼ受けないため、
暑い時期には、黒毛和種新鮮卵を乳用
牛へ移植することも有効となる。
１日での最小ＴＨＩが７０以上だと、
どの産次数・泌乳ステージでも、乳量
・乳質が低下、体細胞数が増加した。
「エネルギー不足」か「エネルギー不
足かつタンパク質過剰」、乾物摂取量
の低下が要因であると推察される。
◆暑熱対策のＴＨＩ目安は低めに設
定を
暑熱対策を行うべきＴＨＩの目安は

６７．２程度。９４年時点では７２程度、１１年時
点では６８程度と変化しており、早め早
めの暑熱対策が求められる気候条件へ
と変わっている。
また、泌乳牛の体温は夕方にかけて
上昇するため、夜間から朝方にかけて
いかに体温を冷ますかが課題となる。
日中だけでなく、夜間のクーリング強
化も重要となる。
講演では、給餌レーン上のソーカー
システム（水噴霧装置）の有効性が紹
介された。３分ごとに１０秒間、０．６ℓ散

水することで、牛の体温低下が確認さ
れた。
簡易ソーカーシステム（写真１）で
も、対策が可能。簡易ソーカーシステ
ムは、園芸用の散水ノズル・塩ビ管・
タイマーをホームセンターで購入し
て、約１０万円程度で自作できる。
牛の冷却と水の使用量のバランスが
最も効率的な流量は１．３ℓ／分だった。
畜舎内の環境制御の基本手法は断熱と
換気だが、それだけでは適正な畜舎環
境を保つことができない場合、冷房な
どの防暑対策も必要となる。

◆できる対策からコツコツ実施
牛舎屋根温度を比べると、ガルバニ
ウムもスレートも、断熱材・石灰塗布
を行った区が温度の低下が大きい。屋
根に断熱材パネルを被せるのは低コス
トで行うことができ、有効。ファンの
清掃も、月８６４０円程度の費用削減がで
きるため、汚れていたらすぐに掃除に
取り組みたい。
牛舎内にぶら下げて、温度と湿度か
らＴＨＩを算出してスマホなどにデー
タを受け取ることができる「サーモニ」
も紹介された（写真２）。電池で動く
ので電源も要らず、牛の暑さ把握に取
り入れるのも有効である。

豚は暑さに弱いため、それぞ
れの畜舎に合わせた暑さ対策が
重要となる。栃木県畜産酪農研
究センターは、ウインドレス豚
舎でのウェットフィーディング
が暑熱対策に有効であることを実証し
た。
□方法
体重約３０㎏のＬＷＤ種１２頭（去勢４
頭、雌８頭）を「試験区」「対照区」
に６頭ずつ配置。両区ともウインドレ
ス豚舎とし、「試験区」は飼槽内飲水
器に水を供給するウェットフィーディ
ング（写真）、「対照区」はドライフ
ィーディングとした。両区ともに自由
飲水とし、試験区は飼槽内給水器のみ、
対照区は豚房内のウォーターカップの
みを使用した。肥育前・後期ともにマ
ッシュの飼料を給与。調査項目は、飼
養成績、水消費量、枝肉成績など５項
目とした。
□結果
試験では、試験区と対照区に増体な
どの飼養成績に差はみられなかった。
ウインドレス豚舎のため、気温が制御
されていたためとみられる。
水の消費量を比べると、表のように

試験区で少ない傾向が認められた。他
県の試験では、飲水量の増加により発
生する夏場の下痢の対策に役立てるこ
とができることや、飼料効率がアップ
し、豚舎温度も低く推移した報告もあ
る。また、ウインドレス豚舎では、換
気扇と入気口から新鮮な空気を取り入
れることができるため、疾病予防の効
果や、子豚の圧死の減少がみられた。
ウインドレス豚舎は呼吸器病などの
感染症を媒介する野生鳥獣の侵入も防
げることから、今後ウインドレス豚舎
の活用が拡がることが期待されてい
る。

うだるような暑さが
続いている。日本大学
生物資源科学部獣医学
科は、暑熱期に乳用牛
にビタミンＢ群の一種
であるナイアシンのバ
イパスペレットを給与
することで体温上昇を
抑えられることを実証
した。
ナイアシンは、「ニコチン酸とニコ
チン酸アミド（※タバコのニコチンと
はまったくの別物）」の総称で、エネ
ルギー代謝の促進や酸化還元反応の補
酵素の役割がある。特にニコチン酸に
は末梢血管の拡張作用があり、暑熱ス
トレスの軽減効果を発揮する。
バイパス化したナイアシンは第一胃
を通過し、小腸で吸収され、効果を発
揮する。
◇方法
バイパスナイアシンペレットを給与
する「試験区」に５頭、給与しない「対
照区」に５頭を配置。試験区は、バイ
パスナイアシンペレットを１頭当たり
１日１２ｇ（うちナイアシンは約６．３ｇ）
飼料にふりかけて給与。８・９月とも
に２１日間、外気温と湿度を５分ごとに
測定して温湿度指数（不快指数：ＴＨ
Ｉ）を求め、体温や呼吸数を調べた。

◇結果
試験区は対照区よりも体温や心拍数
などの上昇を抑えることができた
（図）。ナイアシンの末梢血管拡張作
用により体の熱が放出されて体温の上
昇が抑制されたためとみられる。朝の
給与で、暑い日中の体温上昇を抑える
ことが期待できる。なお、試験で使っ
たナイアシンは送料込みで１日あたり
１頭約４４円（送料込み１２㎏で４万４０００
円）。分離給与でもＴＭＲでも、飼料
にふりかけて与えることができる。

対照区（ｎ＝６） 試験区（ｎ＝６） p 値

水消費量 （Ｌ／日） １３．１２ ５．１６ －

肥育前期 １１．１６ ４．９０ －

肥育後期 １５．３４ ５．５５ －

表 水消費量

不快指数観察で暑さ対策
乳用牛暑熱対策セミナーから

（写真２）ＴＨＩの自動測定の様子
写真１・２ともに北里大学獣医学の資料から

（写真１）簡易ソーカーシステムを使用する様子

ナイアシンで体温上昇抑制
飼料にふりかけ暑さ対策を

ウインドレス豚舎とウェットフィーディング
暑熱対策と感染症予防を両立

写真・表ともに栃木県畜産酪農研究センターの資料から

ウインドレス豚舎でのウェット
フィーデングの様子

バイパスナイアシンをかけた飼料の
摂取
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農水省は７月７日、畜産統計（２３年
２月１日現在）を公表した。それによ
ると、肉用牛の飼養頭数は大きく増加
したものの乳用牛は減少した。また、
飼養戸数はともに減少が続いている。

肉用牛

全国の飼養戸数は３万８６００戸で、前
年に比べ１８００戸（４．５％）減少した（表
１）。一方で、飼養頭数は２６８万７０００頭
で、７万３０００頭（２．８％）増加した。１
戸当たり飼養頭数は４．９頭増え、６９．６頭
となった。
飼養頭数の内訳をみると、肉用種は

１８８万２０００頭で、７万頭（３．９％）増加し、
乳用種は８０万４４００頭で２２００頭（０．３％）
増加した。肉用種のうち、子取り用め
す牛は６４万５２００頭で８４００頭（１．３％）増
加した。乳用種のうちホルスタイン種
他は２３万４８００頭で１万２１００頭（４．９％）

減り、交雑種は５６万９６００頭で１万４３００
頭（２．６％）増加した。交雑種は３年連
続の増加となった。
総飼養頭数規模別にみると、飼養戸
数は「２００～４９９頭」及び「５００頭以上」
の階層で増加したが、これら以外の階
層で減少。飼養頭数は、「１～４頭」
「５～９頭」及び「１０～１９頭」の階層
で減少したが、他の階層では増加した。
規模別の構成比は、「５００頭以上」の階
層が飼養戸数では２．１％、飼養頭数では
４３．８％となっている。
地域別にみると、飼養戸数は全ての
地域で減少した。一方、飼養頭数は全
地域で増加している。なお、地域別の
割合は九州が飼養戸数では４３．８％、飼
養頭数では３６．４％となっている。

乳用牛

全国の飼養戸数は１万２６００戸で、前

年に比べ７００戸（５．３％）減少（表２）。
飼養頭数は、１３５万６０００頭で、前年に比
べ１万５０００頭（１．１％）減少した。１戸
当たり飼養頭数は４．５頭増え、１０７．６頭
となった。
飼養頭数の内訳をみると、経産牛は

８３万６６００頭で２万５１００頭（２．９％）減少
したが、未経産牛は５１万９１００頭で９６００
頭（１．９％）増加した。この増加は、酪
農経営改善緊急支援事業（乳牛リタイ
ア事業）前の種付けで産まれたものが
含まれているため、増加したものと考
えられる。

成畜（満２歳以上の牛）飼養頭数規
模別にみると、飼養戸数は「２００頭以上」
の階層で増加したが、これ以外の階層
では減少した。飼養頭数は、「１～１９
頭」及び「２００頭以上」の階層で増加し
たが、これら以外の階層では減少した。
規模別の構成比は、「２００頭以上」の階
層が飼養戸数では５．４％、飼養頭数では
２９．７％を占めている。
地域別にみると、飼養戸数及び飼養
頭数はいずれも全地域で減少した。地
域別の飼養頭数割合は、北海道が全国
の約６割を占めている。

「日本飼養標準」は、飼養されてい
る家畜の成長過程や生産性などに応じ
た適正な養分要求量を示している。家
畜の飼養管理の基本となっており、生
産現場をはじめ行政、普及、教育など
の分野で幅広く活用されている。
「日本飼養標準・肉用牛」が前回改
定された２００８年以降、新たな研究成果
が出てきたこともあり、畜産物需要の
拡大に対応するため増頭・増産、牛肉
の輸出拡大を反映した肉用牛の新たな
飼養管理システムが模索されている。

また、輸入飼料価格の高騰に伴い、飼
料自給率向上への取り組みが一層求め
られている。
（公社）中央畜産会は、これらの情
勢の変化に対応するために、「日本飼
養標準・肉用牛」を１４年ぶりに改訂し
た。ここでは、改訂の主な内容を簡単
に確認する。

～改訂された内容～
・肥育終了時体重の大型化に対応した
エネルギーやタンパク質の養分要求量
の見直し
・現在の牛に対応した乾物摂取量推定
式の見直し
・自給飼料の利用拡大を図るために、
肥育経営での自給粗飼料、自給濃厚飼
料および製造副産物の飼料利用に関す
る解説の拡充
・環境負荷物質の低減を考慮し、ふん
尿、窒素および無機物排せつ量の低減
やメタン抑制に関する解説の拡充
・肉用牛生産の低コスト化に向け、肥

育期間短縮に関する解説
・放牧牛の養分要求量の基礎的知見の
見直し
・技術的な変化が著しい哺育期の飼養
管理について新たな知見の紹介
・養分要求量の計算ソフトと飼料成分
表のバージョンアップ
今回の改訂の特に大きな変更点とし
て、発育曲線が目に見えて変化してい

ることが挙げられる。２００８年当時に比
べ、肉用牛の大型化が進んでいること
がよくわかる。
なお、養分要求量の計算ソフトはこ
れまでＣＤ―ＲＯＭの付属となってい
たが、今回からオンライン（農研機構
の飼養標準紹介ホームページ内）での
ダウンロード配布へと変更になってい
る（購入者限定）。

（公社）日本畜産学会は、２００１年
に出版した「新編畜産用語辞典」の
改訂作業を終えた。今回の改訂版か
ら、「畜産用語辞典ＷＥＢ版」とし
て一般公開され、だれでも閲覧でき
るようになっている。畜産関係者だ
けでなく、専門家ではない一般の人
々にも畜産に興味を持ってもらえる
よう、無料での提供となった。
ＷＥＢ版はパソコンとスマホの両
方で利用が可能。いずれも「畜産用
語ＷＥＢ」（animalwiki.yokendo.
com）と検索するか、ＱＲコードか

らアクセスすることができる。
現在、ＷＥＢ版の用語数は約４０００語、
画像は２００点を公開している。同学会
は、今後、時代や研究の進展とともに
用語の充実や説明文修正を適時行う予
定。
また、ＷＥＢ版の利点を活かし、画
像や映像のさらなる充実を図ることと
している。

全開連食肉営業部
熊本県出身

私のできる限りの力を尽
くし、精一杯頑張ります。
よろしくお願いします。

早く仕事を覚えて、コミュ
ニケーションを大切にし仕
事に貢献してまいります。
よろしくお願いします。

全開連西日本支所
熊本県出身

表２ 乳用牛の飼養戸数・頭数（全国）

区 分 飼養戸数
飼 養 頭 数

１戸当たり
飼 養 頭 数計

経 産 牛
未経産牛

小 計 搾乳牛 乾乳牛
戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭

実 数
２２年 １３，３００ １，３７１．０ ８６１．７ ７３６．５ １２５．２ ５０９．５ １０３．１
２３ １２，６００ １，３５６．０ ８３６．６ ７１４．５ １２２．１ ５１９．１ １０７．６

対前年比（％）
２３／２２ ９４．７ ９８．９ ９７．１ ９７．０ ９７．５ １０１．９ １０４．４

表１ 肉用牛の飼養戸数・頭数（全国）

区 分 飼養戸数
飼 養 頭 数

１戸当たり
飼 養 頭 数計 肉用種

乳 用 種
子取り用めす牛肥育用牛 小 計 ホルスタイン種他 交雑種

戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭
実 数

２２年 ４０，４００ ２，６１４．０ １，８１２．０ ６３６．８ ７９８．３ ８０２．２ ２４６．９ ５５５．３ ６４．７
２３ ３８，６００ ２，６８７．０ １，８８２．０ ６４５．２ ８３０．５ ８０４．４ ２３４．８ ５６９．６ ６９．６

対前年比（％）
２３／２２ ９５．５ １０２．８ １０３．９ １０１．３ １０４ １００．３ ９５．１ １０２．６ １０７．６

注 : 数値については、表示単位未満を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。
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肉用牛の飼養頭数増加も乳用牛減
戸数の減少傾向は変わらず

た ばた み さと

田畠 美里
やまむろ あや

山室 綾

「日本飼養標準・肉用牛」改訂「日本飼養標準・肉用牛」改訂
大型化な

ど新たな課題に対応

畜産用語辞典ＷＥＢ版公開
だれでも無料で利用可能

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

２０２４年４月に、トラックドライバー
の長時間労働の改善に向け、トラック
ドライバーの時間外労働の上限が年間
９６０時間になる。物流の適正化・生産性
向上について対策を講じなければ、２４
年度には輸送能力が約１４％不足し、さ

らにこのまま推移すれば３０年度には約
３４％不足するとされる「物流の２０２４年
問題」がある。
こうした中で、農水省、経産省及び
国交省は、発荷主企業・着荷主企業・
物流事業者が早急に取り組むべき事項
をまとめた「物流の適正化・生産性向
上に向けた荷主事業者・物流事業者の
取り組みに関するガイドライン」を策
定した。
着荷主事業者の必要な取り組み事項
として、納品リードタイム（発注から
納品までにかかる時間）の確保が挙げ
られる。発荷事業者や物流事業者の準

備時間を確保し、輸送手段の選択肢を
増やし、物流負荷の軽減に取り組む。
配合飼料でいえば、飼料タンクの残
量を把握し、早め早めのオーダーが配
送をスムーズに行う重要なポイントと
なる。
飼料タンクの残量を把握するのは面
倒な作業でもある。タンクに登って確
認するのは大変で、危険でもある。し
かし、配合飼料の残量確認は、飼養管
理の上でも給与量を把握する重要な作
業でもある。
飼料タンクのフタの内側に残量を測
定するセンサーを付け、過去のデータ
をもとに発注計算システムを導入して
いる農場もある。
これまで多くの農家は「トラック運
転手は頼めば言うことを聞いてくれ
る」と、安易に考えていたことは否定

できないが、改めなければならない。
畜産業も、運送業に勝るとも劣らな
い長時間労働を行っているが、運送業
が滞れば畜産業への影響も多大とな
る。これまで以上に配送の円滑化に協
力していく必要がある。

荷動きが悪く、
相場の下降傾向
が続きそう

７月のお盆商戦も盛り上がらず、荷
動きは鈍いままだった。各販売業者は
在庫を抱えており、発注があっても手
持ちで対応できる様子もある。
和牛よりも、交雑牛や乳牛の方が引
き合いは強い。
部分肉の動きも、需要期のはずのバ
ラも通常ほどの動きは無く、伸び悩ん
でいる。
【乳去勢】７月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、９３５円（前年同月比８７％）と
なり、前月より２２円上げた。交雑より
手ごろ感があった様子。
【Ｆ₁去勢】７月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１４９１円（同９７％）、Ｂ２が１２８７円（同

９４％）だった。前月に比べ、Ｂ３は３９
円、Ｂ２は３４円いずれも上昇し、やや
持ち直した。
【和去勢】７月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２１４９円（同９０％）、Ａ３が１９３４円（同
８９％）だった。前月に比べ、Ａ４が２７
円、Ａ３は９円それぞれ下がった。
【輸入量】農畜産業振興機構は８月
の輸入量を総量で４万４７００ｔ（同８４％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万７７００ｔ（同
９１％）、冷凍品が２万７０００ｔ（８０％）。冷
蔵品は、米国産が現地価格の高騰によ
り、前年を下回るとみられる。冷凍品
は、国内の輸入品在庫量が多く、為替
の影響による輸入量の減少等もあり、
前年同月を大幅に下回ると予測した。
８月の出荷頭数は、和牛と交雑牛が
前年よりやや多く、乳用種は少なくな
る見込み。盆前に控えていた生産者も

８月後半には出してくる様子。
８月に入っても相場は下降傾向にあ
り、和牛のＡ４が２０００円を切る日もあ
った。消費者の節約意識は高く、イン
バウンドが増えてきても相場の回復は
難しい状況にある。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が９００～９５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１４５０～１５５０円、同Ｂ
３が１３５０～１４５０円、同Ｂ２が１２００～
１３００円、和牛去勢Ａ４が２０００～２１００円、
同Ａ３が１７００～１８００円での相場展開
か。

バルク車運転手も減少する

相場はやや下降
するも、頭数少
なく急落ない

７月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６８１円（前年同月比
１０３％）、中物は６６６円（１０４％）となっ
た。前月に比べそれぞれ１６円ずつ下が
った。
８月に入り、相場は徐々に下降して
きている。それでも盆前で上物が６００円
台中ごろ、中物も６００円台をキープして

おり、急落とはなってい
ない。
農水省の肉豚生産出荷
予測によると、８月は１２９
万９０００頭（前年同月比
９８％）とやや減少傾向に
あり、前月と比べると、
４万６０００頭増の見込み。
今後も出荷頭数は例年と
比べて、大きく増加する
ことはなさそう。
農畜産業振興機構の需
給予測によると、８月の
輸入量は総量で７万８６００

ｔ（同９１％）の見込み。冷蔵品３万２５００
ｔ（同９６％）、冷凍品４万６１００ｔ（同
８８％）。冷蔵品は為替の影響や現地相
場の高騰などで前年を下回る見込み。
出荷頭数も少なく、輸入も減少する
ということで、相場はある程度下がる
が、大きな落ち込みは無く、底堅い動
きとなりそう。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～７００円、
中物は６００～６５０円で推移か。

牛肉価格が低調
で、和子牛価格
の下落が続く

【スモール】７月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が６万４０５１円（前年同
月比８６％）、Ｆ₁（雄雌含む）は１２万８２６７
円（同８１％）となった。前月に比べ、
乳雄１万２０７０円、Ｆ₁１万１６９８円の下げ
となった。
先月の見通しに反し、乳雄、Ｆ₁とも
相場は下落した。肥育農家の価格上昇
への危機感が働いたとみられる。乳雄
で１０万円を超える市場は７月は見当た
らなかった。
【乳素牛】７月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万７６１円（同９８％）、Ｆ₁去勢は３４万
１２３５円（同９７％）だった。前月に比べ
乳去勢は３４６３円上げ、Ｆ₁去勢も４２８７円
上げた。
上場頭数が減っていることが上昇原
因とみられる。
【和子牛】７月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５９万１０７５円（同８６％）となった。前月よ
り、２万７５２７円の急落となった。
和子牛の価格の下落が続いている。
牛枝肉相場が低調で、肥育農家の素牛
導入にブレーキがかかっている。
ほとんどの市場で６０万円を割ってお
り、下落が続きそう。

タンクの残量確認が重要

７月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 577 702 317 319 188,512 184,640 595 579
Ｆ１去 2,150 2,329 341 343 337,835 327,264 991 954
和去 78 2,514 323 337 730,682 681,545 2,262 2,022

東 北
乳去 1 4 356 338 115,500 115,775 324 343
Ｆ１去 8 5 251 308 139,288 190,960 556 620
和去 2,687 2,824 324 329 572,711 593,291 1,770 1,804

関 東
乳去 63 68 295 314 289,143 286,340 981 912
Ｆ１去 167 178 350 347 327,616 352,383 936 1,017
和去 774 1,004 326 320 635,402 661,240 1,947 2,069

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 56 175 261 298 564,320 552,973 2,162 1,857

東 海
乳去 2 3 212 257 65,450 150,333 309 585
Ｆ１去 49 89 337 327 306,833 329,592 910 1,009
和去 436 207 284 278 635,638 571,729 2,242 2,058

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 470 251 264 277 759,582 794,459 2,875 2,870

中 四 国
乳去 78 91 275 277 137,965 141,066 502 508
Ｆ１去 288 265 336 331 360,793 357,994 1,074 1,082
和去 671 894 310 310 561,744 598,684 1,812 1,932

九州・沖縄
乳去 12 11 313 319 152,717 171,200 488 537
Ｆ１去 405 469 336 338 359,141 370,240 1,070 1,097
和去 10,884 8,869 299 305 559,652 603,413 1,871 1,976

全 国
乳去 733 879 310 314 190,761 187,298 615 596
Ｆ１去 3,067 3,335 340 341 341,235 336,948 1,004 988
和去 18,600 16,738 308 314 591,075 618,602 1,919 1,970

注）（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

２０２４年問題に向けてやるべき事
飼料の発注は早め早めに
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